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【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

【ステップ（3）採用・人事配置・人事異動等のためのプログラムづくり】 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

【ステップ（4）「強み」目標を組み込んだ個人管理による目標管理制度づくり】 

当論文の構成5つのパート・７つのステップ 



『さあ、才能に目覚めよう』 
との出会い 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



●「強み」の理論 
●背景となっているのは、 
  ポジティブ心理学 
●「３４の強み」の解説 
●「強みを活かす」 
●実践ガイド 
 ・強み基づく採用システム 

  ・強みに基づくパフォーマンス管理システム 
  ・強みに基づくキャリア開発システム 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



このままでは、 
中小企業・小規模企業では使いにくい。 
 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 

・感性経営と整合できないか？ 

・○△□の経営と整合できないか？ 

・「強み」の見える化ができないか？ 

・ドラッカーのマネジメントと 
 整合性をとれないだろうか？ 

・トータルな人事制度づくりにも 
 つなげられないだろうか？ 

どうしたものか？ 



まずは、 
「強み」の見える化 
から着手してみる。 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



50音順の 
「強みの言葉34」リストでは、
私には何も見えてこない。 
どうしたら、見えてくるか？ 

□アレンジ  □運命思考  □回復思考 □学習欲  
□活発性   □共感性    □競争性     □規律性  
□原点思考    □公平性        □個別化  
□コミュニケーション              □最上志向 □自我  
□自己確信  □社交性        □収集心     □指令性  
□慎重さ       □信念             □親密性     □成長促進 
□責任感      □戦略性         □達成欲    □着想  
□調和性      □適応性         □内省         □分析思考 
□包含          □ポジティブ    □未来思考  □目標思考 

とにかく、カード化して、ばらしてみよう！ 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



バラして、 
カード化してみた！ 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



再構築のキーワードは 

物語化 
【問題】 
 
３４の言葉を使って、 
物語をつくってみて下さい。 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



「強みの言葉34」の物語化 
それは、「自我」から始まる。そこから「信念」や「自己確信」が生まれてくる。 
さらに、「内省」を繰り返すことで深まっていく。 
それはまた「学習(欲)」を伴う場合が多く、倫理観や経営理念等を形成し、 
行動・言動に対する「責任感」を生み出すものとなっていく。 
 
そして、何かに対して思いついたり(着想）、情報をより集めようとしたり(収集心)、 
アレンジしようとしたり、個別化しようとしたり、包み込んでまとめようとしたりする(包含)。 
 
さらに、理性的に思考して進めようとする場合には、 
分析したり(分析思考)、原点に帰って考えてみたり(原点思考)、 
運命的なものとして考えてみたり(運命思考)する。 
 
２人以上の人間が集まれば、そこに人間関係が生まれ、組織が始まり、戦略（戦略性）も生まれる。 
 
メンバーに共感し（共感性）、落ち込んでいれば回復支援し（回復志向）、 
その上で成長を手助けし（成長促進）、やるなら徹底的に最高を目指そうとしたり（最上志向）、 
決めたことはやり切ろうと（達成欲）、指示・指令を出して進めていく（指令性）。 
 
そして、後は実行・行動。まずは、適応（適応性）。できるものなら調和し（調和性）、 
仲良くやっていきたい（親密性）。長く付き合っていくには、慎重さや公平性、規律性も必要になる。 
営業的に関わっていくには、ポジティブに社交性を持ち、活発（活発性）に進めていくことが好ましい。 
それが高じて競争という形に進んでいく（競争性）。総じて、これらはコミュニケーションと言うことができる。 
 
最終的には、未来を拓くために（未来性）、当面においては具体的な目標を決めて進めていく（目標志向）。 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



『さあ、才能に目覚めよう』の
「34の強みの言葉」を 
物語の順に 
並べ替えてみました。 

０１□自我    ０２□信念   ０３□自己確信 
０４□内省    ０５□学習欲  ０６□責任感 
 
０７□着想    ０８□収集心  ０９□アレンジ 
１０□個別化   １１□包含 
 
１２□分析思考  １３原点思考  １４□運命思考 
 
１５□戦略性   １６□共感性  １７□回復志向 
１８□成長促進  １９□最上志向 ２０□達成欲 
２１□指令性 
 
２２□適応性   ２３□調和性  ２４□親密性 
２５□慎重さ   ２６公平性   ２７□規律性 
 
２８□ポジティブ ２９□社交性  ３０□活発性 
３１□競争性 
 
３２□コミュニケーション 
 
３３□目標志向  ３４□未来志向 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



「基本」／「人」の基本、
経営資源、経営理念、
組織・組織図、仕事の
基本 

「目標」／オブジェクト、対象物、
ターゲット、お客様 

「行動」／経営、業務 
（売る・つくる・管理する）、 
作業 

「結果」／成果・
利益 

「基本」が「行動」
に転化する 

営業最前線 

外的環境 

【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 



経営ピラミッドそのものにも 
意味があることを知っておいて下さい。 
 
ここでは８つの意味を 
説明します。 
 
経営ピラミッドシートと 
カードの関係は、 
将棋における 
将棋盤とコマの関係と同じ。 
将棋盤が経営ピラミッドシートで、 
コマはカードです。 
 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 



基本は、 
「○△□のピラミッド」 

目標 

基本 

行動 

◎ 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

A■「基本」／「人」の基本、経

営資源、経営理念、組織・組
織図、仕事の基本 

Ｅ■「目標」／オブジェクト、対象物、 
ターゲット、お客様 

Ｃ■「行動」／経営、業務 
（売る・つくる・管理する）、 
作業 

Ｃ■「結果」／成果・
利益 

Ｂ■「基本」が 
「行動」に転化する 

Ｄ■営業最前線 

Ｆ■外的環境 



「ＥＳ経営・ＣＳ経営・ＳＳ経営」 
理解のためのピラミッド 
 
①ＥＳ経営のピラミッド 
②ＣＳ経営のピラミッド 
③ＳＳ経営のピラミッド 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

ＥＳ経営の 
ピラミッド 

ＣＳ経営の 
ピラミッド 

ＳＳ経営の 
ピラミッド 



目標管理制度のピラミッド 
 ・全社目標のピラミッド 
 ・部門目標のピラミッド 
 ・個別目標のピラミッド 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

 ・全社目標のピラミッド 

 ・個別目標のピラミッド 

 ・部門目標のピラミッド 



「生きがいと 
働きがいのマッチング」 
理解のピラミッド 
 
・仕事・経営のピラミッド 
・生活・人生のピラミッド 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

▲仕事・経営のピラミッド 

生活・人生のピラミッド 



「感性経営の５原則」 
理解のピラミッド 
 
①利益の出る仕組みをつくり続ける 
②よりよい方向性への変化をつくり続ける 
③問題を乗り越え続ける 
④（感性から湧いてくる）理念を大事にする 
⑤本業を通して社員と会社を発展成長させる 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

⑤本業を通して 
  社員と会社を発展成長させる 

①利益の出る仕組みを 
  つくり続ける 

②よりよい方向性への 
  変化をつくり続ける 

③問題を乗り越え続ける 

④（感性から湧いてくる） 
  理念を大事にする 



経営理念のピラミッド 
 
①企業理念 
②行動理念 
③基本理念 
④人事理念 
⑤企業メッセージ 
 
この全体を経営理念とする。 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

この全体を経営理念とする。 

①企業理念 

②行動理念 

③基本理念 

④人事理念 

⑤企業メッセージ 



５段階説シンクロ用ピラミッド 
 
①Ｒ-Relationt人間関係 
②Ｗ-Wants欲求欲望 
③Ｄ-Doing行動 
④Ｅ-Evaluation自己評価 
⑤Ｐ-Plan&Proposal計画提案 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

 
⑤Ｐ-Plan&Proposal 
    計画提案 

①Ｒ-Relationt人間関係 

②Ｗ-Wants欲求欲望 

③Ｄ-Doing行動 
④Ｅ-Evaluation自己評価 



ＳＷＯＴ分析用ピラミッド 
 
①Strenght・強み 
②Weakness・弱み 
③Opportunity・機会 
④Threat・脅威 
 ・外なる脅威 
 ・内なる脅威 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

④Threat・脅威 
 ・内なる脅威 

①Strenght 
 ・強み 

②Weakness 
 ・弱み 

③Opportunity・機会 

④Threat・脅威 
 ・外なる脅威 



目標 

基本 

行動 

◎ 

経営とは、 
基本を徹底して、 
目標を明らかにして 
行動すること。 
 
つまり、経営とは、 
□して、 
○して、 
△すること。 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 



カードでわかる経営の基本・中級 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

「基本」／「人」の基本、経営資
源、経営理念、組織・組織図、
仕事の基本 

「目標」／オブジェクト、対象物、 
ターゲット、お客様 

「行動」／経営、業務 
（売る・つくる・管理する）、 
作業 

「結果」／成果・利益 

「基本」が 
「行動」に転化する 

営業最前線 

外的環境 



カードでわかる経営の基本・中級 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

「基本」／「人」の基本、経営資
源、経営理念、組織・組織図、
仕事の基本 

「目標」／オブジェクト、対象物、 
ターゲット、お客様 

「行動」／経営、業務 
（売る・つくる・管理する）、 
作業 

「結果」／成果・利益 

「基本」が 
「行動」に転化する 

営業最前線 

外的環境 



アレンジ 運命思考  

回復志向 

学習欲 
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原点思考 

公平性 
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【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

『さあ、才能に目覚めよう』の 
「34の強みの言葉」を 
物語の流れと 
ピラミッドのゾーニングに合わせて 
並べてみました。 
 
合わせて、グルーピングを行い、 
各グループの名前も決めました。 
 
①自分の本質ゾーン 
②自分の感性の方向性ゾーン 
③自分の理性・思考特性ゾーン 
④自分のリーダーシップ・ 
  マネジメントゾーン 
⑤行動特性ゾーン 
⑥未来・目標志向ゾーン 

①自分の本質ゾーン 

②自分の感性の 
 方向性ゾーン ③自分の理性・ 

 思考特性 
 ゾーン 

④自分のリーダーシップ・ 
  マネジメントゾーン 

⑤行動特性ゾーン 

⑥未来・目標志向ゾーン 



アレンジ 運命思考  

回復志向 

学習欲 

活発性 

共感性 

競争性 

規律性 

原点思考 

公平性 

個別化 

コミュニケーション 

最上志向 

自我 

自己確信 

社交性 

収集心 

指令性 

慎重さ 

信念 

親密性 

成長促進 

責任感 

戦略性 

達成欲 

着想 

調和性 

適応性 

内省 

分析思考 

包含 

ポジティブ 

未来志向 

目標志向 

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 8 

9 10 

11 

12 13 

14 

16 17 18 19 20 

21 

15 

22 
23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

さらに、 
「見える化」を進めるために 
カラーリングを施しました。 

①自分の本質ゾーン 

②自分の感性の 
 方向性ゾーン 

③自分の理性・ 
 思考特性 
 ゾーン 

④自分のリーダーシップ・ 
  マネジメントゾーン 

⑤行動特性ゾーン 

⑥未来・目標志向ゾーン 

①自分の本質ゾーン→赤 

②自分の感性の方向性ゾーン→オレンジ 

③自分の理性・思考特性ゾーン→黄色 

④自分のリーダーシップ・ 
       マネジメントゾーン→緑 

⑤行動特性ゾーン→青 

⑥未来・目標志向ゾーン→ピンク 



アレンジ 運命思考  

回復志向 

学習欲 

活発性 

共感性 

競争性 

規律性 

原点思考 

公平性 

個別化 

コミュニケーション 

最上志向 

自我 

自己確信 

社交性 

収集心 

指令性 

慎重さ 

信念 

親密性 

成長促進 

責任感 

戦略性 

達成欲 

着想 

調和性 

適応性 

内省 

分析思考 

包含 

ポジティブ 

未来志向 

目標志向 

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 8 

9 10 

11 

12 13 

14 

16 17 18 19 20 

21 

15 

22 
23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 
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31 

32 

33 

34 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

 
こうして「○△□の経営」と 
コラボレーションした 
「強み診断法」が生まれてきました。 



アレンジ 運命思考  

回復志向 

学習欲 

活発性 

共感性 

競争性 

規律性 

原点思考 

公平性 

個別化 

コミュニケーション 

最上志向 

自我 

自己確信 

社交性 

収集心 

指令性 

慎重さ 

信念 

親密性 

成長促進 

責任感 

戦略性 

達成欲 

着想 

調和性 

適応性 

内省 

分析思考 

包含 

ポジティブ 

未来志向 

目標志向 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

①自分の本質ゾーン 

②自分の感性の 
 方向性ゾーン 

③自分の理性・ 
 思考特性 
 ゾーン 

④自分のリーダーシップ・ 
  マネジメントゾーン 

⑤行動特性ゾーン 

⑥未来・目標志向ゾーン 



【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

①『さあ、才能に目覚めよう』を入手 
 
②カバーの裏面にあるＩＤナンバーか、 
  袋綴じに入ったＩＤナンバーを 
  専用ホームページの 
  申し込み欄に入力すると 
  自分の「5つの強み」を教えてくれる 
  アンケートが出てきます。 
 
③それに答えること、約３０分。 
 
④その場で自分の「５つの強み」が 
  わかります。 

それでは、具体的にどのように進めるのか？ 



【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

ここをクリックして 

日本語版にする。 

ストレングスファインダー 
オンラインテスト（strengthsfinder.com） 

http://www.strengthsfinder.com/ 

http://www.strengthsfinder.com/


【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

本のカバーの裏に書いてある 

番号を入力して、「続行」をクリック 



【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

３０分ほどかけて、 
８０問のアンケートに答えると、 
以下のような「５つの強み」を教えてくれます。 

①ストレングス・ 
  ファインダーで診断結果 
  を入手する。 

②経営ピラミッド診断法に用いる   
 経営ピラミッド診断マップを 
 ベースに使う。 

③ストレングス・ファインダーの 
  診断結果をカラーマッピング 



どちらが見やすいでしょう？ 
 
使いやすいでしょう？ 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 



34の強み・解説ファイル① 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 



34の強み・解説ファイル② 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 



１２３で、強みの活かし合い 

１人で強みを活かす。 

２人で強みを活かし合う。 
 
人という字は、 
２人の人が支え合っている。 

３人で強みを活かし合う。 
 
３人寄れば文殊の知恵。 

【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 



１２３で、 

強みの活かし合い 

【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

●「5つの強み」以外の強みにも 
 留意する。 

●強みのバラツキを見る 

●強みのゾーンを見る 
  ＆カラー別に見る 

●５つの強みを 
  「34の強み」で確認する。 



▲Ａさんの強みピラミッドチャート ▲Ｂさんの強みピラミッドチャート 

●２人の場合 １２３で、強みの活かし合い 

【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

●双方の強みのバラツキを見る 

●双方の強みのゾーンを見る 
  ＆カラー別に見る 

●双方の５つの強みを 
  「34の強み」で確認する。 

●双方の活かし合いの視点から 
  見比べる。 

●他の人の強みも見てみる。 



▲Ａさんの強みピラミッドチャート ▲Ｂさんの強みピラミッドチャート ▲Ｃさんの強みピラミッドチャート 

●３人の場合 １２３で、強みの活かし合い 

【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

●２人のケースで読みなれておく。 ●チームワーク視点から見る。 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

▲強み活用・基本シート(Ａ４) ▲強み活かしシートＡ(Ａ３) 

各種書式＆ツール① 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

各種書式＆ツール② 

▲会議予定表 ▲お客様アンケートシート 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

各種書式＆ツール③ 

▲社員のみなさんに 

 お聞きする12の質問 

▲お互い気持ちよく働く 

 ための４つの質問シート 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

各種書式＆ツール④ 

▲強みミーティングシートＡ ▲強みミーティングシートＢ 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

各種書式＆ツール⑤ 

▲オリジナルビジネスダイアリー 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

各種書式＆ツール⑥ 

▲「強み」のシンボルマーク 



【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

各種書式＆ツール⑦ 

道具名 現物ビジュアル 説明 

1 

強みカード 自分の「強み」を自分で確認するとともに、他の人に
も知ってもらうことで、「強み」を活かしていただこうと
いうものです。「強み」の活かし合いのためのツール
として、とても重要なものです。 

2 

仕事の洗い出し、 
確認をする 
「自分づくり成長ノート」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

よりよく「強み目標」を設定するためにも、自分の仕
事、業務について改めてチェックしてみること。２、3

週間にわたり当ノートを使うことで、仕事の洗い出し、
棚卸しができ、「強み」の活かし所も見つけることが
できます。 

 
3 

「強み活かし合いノート」として使う
「気づきメモノート」 

「強み目標」のための達成管理に「気づきメモノート」
を使うことができます。「強み目標達成週報」として
使います。これで、「強み」を徹底的に磨き上げてい
くことができます。「強み活かし合いノート」です。 
 

4 

強みについて 
現場で気づいた時に 
すぐメモできる「シールメモ」 
 

自分の「強み」や、他の人の「強み」によって助けても
らえる「弱み」については、現場で一番感じたり、気
づいたりするものです。現場ですぐにメモをとること
ができ、「強み活かし合いノート」と組み合わせて使う
ことができます。 



【ステップ（4）「強み」目標を組み込んだ個人管理による目標管理制度づくり】 

②長期経営計画 

③中期経営計画 

④年度経営計画 

エンケ ＩＯＭ 

部門 部門 部門 

個人目標 個人目標 個人目標 

年 月 週 日々 
⑨「自主自律 
 自己責任の原則」に 
 則った 
 セルフマネジメントの 
 実践 

⑩各人の目標(達成) 

⑪各部門の目標(達成) 

⑫各社(達成) 

⑬当期目標(達成) 

⑭中期目標(達成) 

⑮長期目標(達成) 

①経営理念 
ビジョン&ミッション 

⑤各社年度経営計画 

⑥部門年度経営計画 

 (チャレンジシート) 

⑦個人年度経営計画 

 (チャレンジシート) 

⑧アクションノート 



チャレンジシート（自創経営シートをアレンジ） 

【ステップ（4）「強み」目標を組み込んだ個人管理による目標管理制度づくり】 



【ステップ（4）「強み」目標を組み込んだ個人管理による目標管理制度づくり】 

▲強み目標シートＡ(Ａ４) ▲強み目標シートＢ(Ａ４) 



■今を哲学するには、 
 『人間観の覚醒』 

■「強み」を診て、 
  「強み」を経営に活かすには 
 『さあ、才能に目覚めよう』 

■目標管理制度と 
 人事制度を含んだ 
 トータルな人事制度づくりには、 
 『自創経営』（東川鷹年氏提唱） 
 
 ※ベースには、 
   城野宏の「脳力開発」 

「○△□の経営」に融合・統合 

■経営の基本と原則を 
    学ぶには、 
 『エッセンシャル版 
      マネジメント』 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

「○
△
□
の
経
営
」に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

融
合
・統
合 



参考資料：自創経営の全体像（東川鷹年氏提唱） 

▲人事解決.ｃｏｍから引用 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 



【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

①ＩＯＭの経営理念 
「おもい」の経営 

②ビジョン&ミッション 
(将来図＆使命) 

④基本方針と 
年度経営計画 

 
③その実践 
(理念経営) 

・長期経営計画 
・中期経営計画 

 

⑤目標管理制度 

人材採用 

労務管理 

福利厚生 

社員教育 

⑧人事評価制度 
□強みを取り入れた制度 
□目標管理制度と対応 
□人事評価基表 

⑨賃金制度 

⑦人材活性制度 

□ＩＯＭグループ 

 経営計画 

□ＩＯＭグループ各社の 

 経営計画 

・事業計画 

 

□部門目標 

・営業部門の利益計画 

 

□個人目標 

・数字目標 

・行動目標 

・強み目標 

・時間目標 

 

□シールメモ 

□気づきメモノート 

□自分づくり成長ノート 

□チャレンジシート 

□強みノート 

■人事システム系(人・金・情報・時間) ■業務・プロセス系(物・金・時間・技術) 

⑩管理業務面 
経理(金) 

⑪管理業務面 
総務・事・庶務・ 

⑫製造・生産業務面 

研究企画開発面 

製造・生産管理面 

⑬営業業務面 

⑥経営理念の実現 
に向けて前進 
個人と会社 



トータル人事制度オリジナルチャート 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 



【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

▲自己評価シート ▲自己評価シート 



【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

▲自己評価シート ▲自己評価シート 



【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

▲評価シート ▲評価シート 



【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

人材役割基準表 



ドラッカーの 
『エッセンシャル版マネジメント』の中で 
「強み」について次のように言っている。 
 

人のマネジメントとは、 
人の強みを 
発揮させることである。 

 
(Ｐ８０) 

さらに、ドラッカーのマネジメントの研究を進め、 
「強み経営」を進化させていきたいと考えている。 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 



参考までに、 
「○△□の経営」の視点から 
『マネジメント』を 
１枚の絵にしたものをご紹介しておく。 
 
「○△□でわかるドラッカー」プログラムも展開中！ 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 



参考までに、 
「○△□の経営」の視点から 
『マネジメント』を 
１枚の絵にしたものをご紹介しておく。 
 
「○△□でわかるドラッカー」プログラムも展開中！ 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

「基本」／「人」の基本、 
経営資源、経営理念、 
組織・組織図、 
仕事の基本 

「目標」／オブジェクト、対象物、 
ターゲット、お客様 

「行動」／経営、業務 
（売る・つくる・管理する）、 
作業 

「結果」／成果・利益 

「基本」が 
「行動」に転化する 

営業最前線 

外的環境 



【ステップ（1）-1「強み」の「見える化」・・・ピラミッドのゾーニングが基本】 

【ステップ（1）-2「○△□の経営ピラミッド」の８つの主要経営局面】 

【ステップ（1）-3「強みピラミッド診断法」の誕生】 

【ステップ（2）自分の「強み」を活かし、人の「強み」を活かすプログラムづくり】 

【ステップ（3）採用・人事配置・人事異動等のためのプログラムづくり】 

【ステップ（5）トータルな人事制度づくり】 

【ステップ（4）「強み」目標を組み込んだ個人管理による目標管理制度づくり】 

当論文の構成5つのパート・７つのステップ 



ご清聴、ありがとうございました。 

経営士 山本 英夫 
会員番号 2909 

南関東支部 静岡県会 


